
資料１ 

第4号様式(第10条関係) 

会 議 録 (要 旨) 

会 議 名  平成２９年度第３回武蔵村山市廃棄物減量等推進審議会 

開 催 日 時  平成２９年６月３０日(金) １４時００分～１４時４０分 

開 催 場 所  委員会室 

出 席 者 及 び

欠 席 者 

出席者：野田委員 諸江委員  伊藤委員 菊地委員 牧委員 

小野委員 多和委員 阿比留委員 加藤委員  

欠席者：吉澤委員 

事務局：ごみ対策課長 

    ごみ対策課主査 

    ごみ対策課主事 

    コンサルタント会社（（株）杉山・栗原環境事務所） 

議 題 １ 武蔵村山市一般廃棄物処理基本計画素案の検討について（第７

章、第９章） 

２ 武蔵村山市一般廃棄物処理基本計画(素案)のパブリックコメン

ト実施について 

３ その他 

結 論 

(決定した方針、

残された問題点、

保留事項等を記載

する。) 

議題１について 

 目標達成後のごみ・資源排出量の詳細は、資料編で説明をするこ

ととし、本編の該当ページには、資料編を参照する旨のコメントを

追記することとした。 

 目標達成後のごみ・資源量という表現を、誤解の生じない表現に

変更することとした。 

議題２について 

本日の審議会の意見を反映し、これまでの審議内容、平成28年度

の基礎調査の結果などを資料編として付けて素案をまとめ、市内部

の会議で完成させ、パブリックコメントを実施することとした。 

審 議 経 過 

(主な意見等を原

則として発言順に

記載し、同一内容

は一つにまとめ

る。) 

 

●＝委員 

○＝事務局等 

１ 報告事項 

⑴ 第２回審議会会議録（要旨）について 

⑵ 武蔵村山市一般廃棄物処理基本計画(第５章及び第８章 素案)に

ついて 

〇 ⑵については、平成28年度の実績変更及び前回指摘を受け、事

務局で検討した修正箇所等について、資料２及び資料７を用いて

説明を行った。 

⑶ その他 

２ 議題 

議題１ 武蔵村山市一般廃棄物処理基本計画素案の検討について

（第７章・第９章） 

〇 事務局から、資料３及び資料４を使用し、説明を行った。 

[主な意見等] 

第７章について 

● 表7-3の平成29年度～平成39年度の目標達成後のごみ・資源排出

量は、どのように推計したのか。 

○ 平成30年度から毎年1%ずつ発生抑制、収集した可燃ごみ及び不

燃ごみに限り、平成34年度の家庭ごみ有料化に伴って10%の発生抑

制、ごみに含まれている資源物をリサイクルすることを組み合わ

せて、目標達成後のごみ・資源排出量を推計した。詳細は資料編

で説明をする予定である。 

● 資料編で説明をするのであれば、該当ページに資料編を参照す

る旨のコメントが必要である。 

● 平成30年度から毎年1%ずつ発生抑制によって減量する根拠は何
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か。 

○ 本市のごみ量は、平成20年度～28年度までの8年間で7.5%減少、

年間に換算すると約1%減少している。そのため、普及啓発施策等

を拡充することにより、今後も1%の減量を目指すこととした。 

● 目標達成後のごみ・資源排出量と第9章の計画の進行管理との関

連はどのようになるのか。 

○ 第9章の計画の進捗管理で、毎年のごみ・資源排出量を評価し、

新たな施策等を検討して1%の減量を達成したい。ごみ・資源排出

量が本計画と大幅に乖離した場合には、計画の見直しも考えられ

る。 

● 表7-4の目標達成後のごみ・資源排出量の生ごみ堆肥化はゼロに

なっているのはなぜか。 

○ 表の注釈にあるように、生ごみ堆肥化による資源化量は1tに満

たないため、ゼロと表記している。生ごみ堆肥化事業について

は、平成30年度までのモデル事業であり、現状は約200世帯で実施

している。仮に平成31年度以降に対象世帯を拡大し、実施するこ

とになれば、ゼロではなくなる可能性もある。しかし、現状では

平成31年度以降の方針が未定のため、現状が継続するという仮定

で数値を入れている。 

● 目標達成後のごみ・資源量という表現は、本計画期間終了後の

平成40年度以降のことだと勘違いしてしまう可能性がある。表現

を工夫してほしい。 

○ 表現を工夫したい。 

第９章について 

〇 特になし 

議題２ 武蔵村山市一般廃棄物処理基本計画(素案)のパブリックコ

メント実施について 

○ 事務局から、資料５及び資料６を使用し、説明を行った。 

○ 本日の審議会の意見を反映し、これまでの審議内容、平成28年

度の基礎調査の結果などを資料編として付けて素案をまとめ、市

内部の会議で完成させ、市長決裁後、パブリックコメントを実施

する。 

○ なお、素案の最終的な修正や表記の変更等については、会長と

事務局で調整させていただくので御了承願いたい。(全員了承) 

議題３ その他 

〇 今後の日程について、パブリックコメントの意見を受けて、10

月を目安として審議会を開催したい。パブリックコメントの意見

の有無やそれによる修正の有無などによって、10月に１回または

２回開催する予定である。 

 

会 議 の 公 開 ・

非 公 開 の 別 

☑公 開              傍聴者：  ０  人 

□一部公開 

□非 公 開 

 ※一部公開又は非公開とした理由 

 

 

 

 

 

会議録の開示・

非 開 示 の 別 

☑開 示 

□一部開示(根拠法令等：                ) 

□非 開 示(根拠法令等：                ) 
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庶 務 担 当 課       協働推進部      ごみ対策課(内線：２９３) 

(日本工業規格A列4番)  


